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心
に
キ
リ
ス
ト
を
お
迎
え
す
る 

私
は
い
つ
も
五
つ
の
鍵
を
持
ち
歩
い
て
い
ま
す
。
違
う
鍵
を
差
し

込
ん
で
あ
い
た
こ
と
は
一
度
も
あ
り
ま
せ
ん
。
慌
て
る
ほ
ど
違
う
鍵

を
入
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
困
っ
た
も
の
で
す
。
人
間
の
心
の
扉
に
は

鍵
穴
が
あ
り
ま
せ
ん
。
外
側
か
ら
開
け
ら
れ
な
い
仕
組
み
に
な
っ
て

い
ま
す
。
ど
ん
な
に
制
裁
や
脅
し
を
受
け
て
も
余
計
に
頑
な
に
心
の

扉
を
堅
く
閉
ざ
し
て
し
ま
い
ま
す
。
人
間
の
心
の
扉
を
開
く
唯
一
の

方
法
は
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
十
字
架
の
も
と
に
罪
の
重
荷
を
お
ろ

す
時
、
キ
リ
ス
ト
の
愛
が
心
に
迫
っ
て
き
て
自
ず
と
心
の
扉
を
開
く

の
で
す
。
イ
エ
ス
様
は
あ
な
た
の
心
に
入
る
事
を
願
っ
て
お
ら
れ
ま

す
。
し
か
し
、
こ
じ
開
け
て
入
ろ
う
と
さ
れ
る
の
で
な
く
、
あ
な
た

が
自
発
的
に
心
を
開
い
て
受
け
入
れ
る
こ
と
を
待
っ
て
い
ま
す
。
キ

リ
ス
ト
は
あ
な
た
の
心
の
外
で
凍
え
る
寒
さ
に
身
を
震
わ
せ
な
が
ら

立
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
あ
な
た
は
御
自
分
を
何
様
だ
と
お
考
え
な
の

で
す
か
。
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
を
何
様
と
思
っ
て
い
る
の
で
す
か
。

あ
な
た
が
呼
吸
を
し
て
い
る
の
も
、
心
臓
が
動
い
て
い
る
の
も
、
考

え
る
の
も
、
行
動
で
き
る
の
も
、
す
べ
て
こ
の
方
に
よ
り
生
か
さ
れ

て
い
る
の
で
す
。
よ
く
も
ま
あ
、
こ
の
よ
う
な
お
方
を
自
分
の
部
屋

を
見
せ
ら
れ
な
い
か
ら
と
い
っ
て
締
め
出
し
て
い
る
も
の
だ
。
何
故

な
ら
部
屋
の
中
は
汚
れ
た
、
偶
像
と
好
色
と
不
品
行
と
偽
善
だ
ら
け

だ
か
ら
で
あ
る
。
主
は
こ
れ
ら
の
罪
を
負
っ
て
身
代
わ
り
に
十
字
架

に
か
か
っ
て
下
さ
ろ
う
と
し
て
い
る
の
に
、
頑
な
に
キ
リ
ス
ト
を
心

に
迎
え
入
れ
る
の
を
拒
む
と
は
、
許
さ
れ
な
い
こ
と
で
あ
る
。
今
あ

な
た
の
心
に
キ
リ
ス
ト
を
お
迎
え
す
る
た
め
に
心
の
汚
れ
を
洗
い
き

よ
め
て
い
た
だ
き
ま
し
ょ
う
。 

 

私たちがキリストの奥義を語れるように、祈ってください。 
イザヤ５１：１ 
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二
〇
一
四
年
二
月
一
六
日
午
前
一
〇
時 

礼
拝 

山
本
牧
師 

 

 
「終
わ
り
の
祝
福
」  

 
 
 
 
 
 
 
 

「
平
和
の
神
は
、
す
み
や
か
に
、
あ
な
た
が
た
の
足
で
サ
タ
ン
の
足
を
踏
み
砕

い
て
く
だ
さ
い
ま
す
。
ど
う
か
、
私
た
ち
の
主
イ
エ
ス
の
恵
み
が
、
あ
な
た
が

た
と
と
も
に
あ
り
ま
す
よ
う
に
。
」（ロ
ー
マ
一
六
ノ
二
〇
） 

 

ロ
ー
マ
人
の
手
紙
の
最
後
の
挨
拶
で
あ
る
。
コ
リ
ン
ト
の
収
入
役
の
エ
ラ
ス
ト

と
兄
弟
ク
ワ
ル
ト
た
ち
も
よ
ろ
し
く
と
挨
拶
を
送
る
。
パ
ウ
ロ
の
宣
教
に
よ
り

あ
ら
ゆ
る
階
層
か
ら
信
者
が
起
こ
っ
た
。
人
種
、
身
分
、
貧
富
の
如
何
に
よ
ら

ず
、
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
は
一
つ
で
あ
る
。
見
た
こ
と
の
な
い
コ
ー
マ
の
信
者
を
愛
し

て
い
る
の
で
あ
る
。
神
の
奥
義
は
キ
リ
ス
ト
の
中
に
現
れ
て
い
る
。 

二
〇
一
四
年 

二
月
一
九
日
午
後
七
時 

 

祈
祷
会 

山
本
牧
師 

 

「神
の
あ
わ
れ
み
」 

「私
の
目
は
絶
え
ず
涙
を
流
し
て
、
や
む
こ
と
な
く
、
主
が
天
か
ら
見
下
ろ
し

て
、
顧
み
て
く
だ
さ
る
時
ま
で
続
く
。
」（哀
歌
三
ノ
四
九
、
五
〇
） 

真
の
預
言
者
エ
レ
ミ
ヤ
は
神
の
怒
り
を
民
に
徹
底
的
に
下
し
た
。
多
く
の

民
の
中
か
ら
選
ば
れ
、
彼
ら
を
通
し
て
神
の
義
と
聖
と
愛
と
祝
福
を
表
さ
れ

た
神
の
た
い
し
て
イ
ス
ラ
エ
ル
の
民
は
偶
像
と
好
色
と
姦
淫
に
よ
っ
て
神
を
追

い
出
し
て
し
ま
っ
た
。
し
か
し
、
エ
レ
ミ
ヤ
は
民
を
断
罪
す
る
だ
け
で
な
く
、

民
の
罪
を
自
己
の
罪
と
し
て
そ
の
罪
を
負
っ
て
神
の
裁
き
を
共
に
受
け
た
。
こ

れ
は
正
し
く
六
〇
〇
年
後
に
顕
れ
た
主
イ
エ
ス
キ
リ
ス
ト
の
予
型
で
あ
る
。 

宣
教
⑩ 

 

第
三
課 

歴
史
の
主
人
公
に
な
ら
れ
た
神 

―
世
界
宣
教
の
歴
史
― 

三
、
五
、
二 

近
代
宣
教
の
新
星
と
し
て
登
場
し
た
モ
ラ
ヴ
ィ
ア
ン
教
徒 

 

ル
タ
ー
の
宗
教
改
革(

一
五
一
七
年)

か
ら
約
一
〇
〇
年
後
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
と
カ
ト
リ
ッ
ク
の
間
で
起
き
た
の
が
「
三
〇
年
戦

争
」
だ
。
こ
の
戦
争
は
様
々
な
国
の
利
害
関
係
が
絡
ん
で
お
り
、
戦
争
の

中
心
地
と
な
っ
た
ド
イ
ツ
は
三
分
の
一
に
減
る
ほ
ど
の
廃
墟
と
な
っ
た
。 

  

こ
の
戦
争
に
よ
っ
て
崩
壊
し
た
信
仰
の
覚
醒
の
た
め
、
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
シ

ュ
ペ
ー
ナ
ー
は
ド
イ
ツ
敬
虔
主
義
運
動
（P

ie
tism

）
を
起
こ
し
た
。
こ

の
運
動
の
影
響
で
、
ツ
ィ
ン
ツ
ェ
ン
ド
ル
フ
伯
爵
は
一
七
二
二
年
、
モ
ラ

ヴ
ィ
ア
の
難
民
を
自
身
の
領
地
に
受
け
入
れ
て
彼
ら
と
共
同
体
を
形
成
し
、

信
仰
の
リ
バ
イ
バ
ル
と
宣
教
の
情
熱
に
火
を
つ
け
る
契
機
と
な
っ
た
。
こ

の
信
仰
共
同
体
で
は
一
七
二
七
年
か
ら
約
一
〇
〇
年
間
、
昼
夜
問
わ
ず
宣

教
祈
禱
会
が
続
け
ら
れ
、
徹
底
し
た
自
給
宣
教
に
よ
る
一
般
信
徒
の
宣
教

師
を
通
し
て
、
爆
発
的
な
宣
教
が
起
こ
っ
た
。
彼
ら
の
宣
教
活
動
に
よ
っ

て
、
わ
ず
か
二
〇
年
で
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
全
体
が
二
〇
〇
年
間
に
送

り
出
し
た
宣
教
師
よ
り
も
多
く
の
宣
教
師
が
輩
出
し
た
。初
代
教
会
以
来
、

再
び
自
発
的
に
行
く
宣
教
の
原
型
を
示
し
た
と
言
え
る
。 

ａ)

モ
ラ
ヴ
ィ
ア
ン
教
徒
の
宣
教
方
法 

 

彼
ら
は
熟
練
し
た
労
働
者
を
宣
教
師
と
し
て
派
遣
し
、
未
信
者
の
中
で

暮
ら
し
な
が
ら
指
導
す
る
方
法
を
用
い
た
。
宣
教
師
は
伝
道
訓
練
を
受
け

た
一
般
信
徒
で
、
支
援
を
受
け
な
い
自
給
自
足
の
宣
教
師
だ
っ
た
。
あ
る

地
域
に
派
遣
さ
れ
た
宣
教
師
が
な
く
な
る
場
合
、
く
じ
引
き
で
宣
教
師
を

送
る
ほ
ど
、
す
べ
て
の
信
徒
が
宣
教
師
と
し
て
備
え
ら
れ
て
い
た
。 

 
(

ワ
イ
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン
よ
り) 

第
十
四
回
癒
し
五
〇
日
連
続
祈
祷 

一
月
二
六
日(

日)

～
三
月
一
六
日(

日) 
 
 

午
後
一
時
～
午
後
二
時
半 

（
祈
り
の
後
、
楽
し
い
テ
ィ
ー
で
休
憩
） 

 

場
所 

教
会
二
階(

気
軽
に
参
加
し
て
共
に
祈
り
ま
し
ょ
う 

三
月
行
事
計
画 

七
日
（
金
）
月
一
回
楽
し
い
祈
り 

午
後
一
時 

一
一
日
（
火
）
納
骨
堂
掃
除 

 
 

午
前
一
〇
時 

一
三
日
（
木
）
櫛
原
家
家
庭
集
会 

午
後
二
時 

一
七
日
（
日
）
イ
ー
ス
タ
ー
克
己
献
金
約
束 
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二
五
日
（
月
） 

 

東
洋
聖
書
神
学
院
論
文
発
表
牧
師
会 

午
後
二
時 

会
計
役
員 

尾
瀬
姉 

小
段
姉
、
大
内
姉 

 
三
月
の
召
天
会
員 

 

二
日 
鬼
石 

常
雄
兄 

 
 

三
六
周
年 

 

二
日 

大
内 

正
三
兄 

 
 
 

四
周
年 

 

四
日 

篠
原 

 
操
姉 

 
 

四
四
周
年 

 

四
日 

小
笹 

保
治
兄 

 
 

三
七
周
年 

 

四
日 

北
田 

ア
イ
姉 

 
 

二
六
周
年 

 

五
日 

北
田 

桂
子
姉 

 
 

七
三
周
年 

 

五
日 

小
段 

太
之
助
兄 

 
七
二
周
年 

一
一
日 

渡
部 

昭
先
生 

 
 
 

四
周
年 

十
二
日 

紺
本
お
く
ら
姉 

 
 

五
九
周
年 

十
二
日 

李 
 

恩
恵
姉 

 
 

五
六
周
年 

十
七
日 

大
殿 

は
る
姉 

 
 

十
九
周
年 

十
八
日 

中
瀬 

敏
子
姉 

 
 

三
五
周
年 

二
〇
日 

李 
 

実
岳
姉 

 
 
 

三
周
年 

二
二
日 

朴 
 

鳳
礼
姉 

 
 

五
二
周
年 

二
七
日 

村
山 

世
津
子
姉 

 

七
一
周
年 

三
〇
日 

山
村 

美
代
子
姉 

 

七
三
周
年 

三
一
日 

尾
田 

正
義
兄 
 
 

三
六
周
年 

今
年
の
教
会
受
難
カ
レ
ン
ダ
ー 

➀
灰
の
水
曜
日
三
月
五
日
（
水
） 

②
四
旬
節
（
レ
ン
ト
）
三
月
五
日
（
水
）
～
四
月
一
九
日
（
土
） 

③
棕
櫚
の
主
日
：
：
四
月
一
三
日
（
日
）
マ
タ
イ
二
一
ノ
一
～
十
一
、
ヨ

ハ
ネ
十
二
ノ
十
二
～
十
九 

   

④
受
難
週
四
月
一
三
日
（
日
）
～
四
月
一
九
日
（
土
）
マ
タ
イ
二
一
～
二

七
章
、
ヨ
ハ
ネ
十
二
～
十
九
章 

⑤
洗
足
木
曜
日
四
月
十
七
日
（
木
）
ヨ
ハ
ネ
十
三
ノ
一
～
十
七 

⑥
受
難
日
四
月
一
八
日
（
金
）
ル
カ
二
三
ノ
三
三 

⑦
イ
ー
ス
タ
ー
四
月
二
〇
日
（
日
）
マ
タ
イ
二
八
ノ
二
～
四 

⑧
昇
天
日 

五
月
二
九
日
（
木
）
マ
ル
コ
一
六
ノ
一
九
ル
カ
二
四
ノ
五
一 

⑨
聖
霊
降
臨
日 

六
月
八
日(

日)  

使
徒
二
ノ
一 

教
団
二
〇
一
四
年
計
画 

 

三
月
二
五
日(

月
）
午
後
二
時 

 

論
文
発
表 

牧
師
会 

 

四
月
二
〇
日(

日)  

イ
ー
ス
タ
ー 

五
月
五 

日(

月
）
ペ
ン
テ
コ
ス
テ
聖
会 

 

 
 
 

午
前
、
午
後
、
夜
、 

六
月
一
日(

日)  

合
同
召
天
記
念
会 

 
 

二
日(

月)  

牧
師
会 

七
月 

 
 
 
 

牧
師
会 

 
 
 

 

韓
国
学
生
四
国
集
会 

八
月
一
四
日(

木)  

仮
庵
聖
会 

再
臨
待
望
聖
会 

九
月
二
三
日(

月)  

牧
師
会 

 
 
 
 
 
 

 

十
月
一
三
日(

月)

ヨ
ベ
ル
リ
バ
イ
バ
ル 

 
 
 
 
 
 
 

賛
美 

水
野
夏
子
姉 

 

説
教
午
後 

足
達
牧
師 

 

夜 

山
本
牧
師 

十
一
月
二
日(

日)  

教
団
六
六
周
年
記
念
礼
拝 

十
一
月
三
日(

月)  

紺
本
薫
教
団
創
立
者
召
天
十
周
年
記
念
会 

於
米
子 

     


